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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのフレーム期間が互いに異なる色を表示する複数の区間に時分割されカラー画像を
表示する液晶表示装置において、
　ゲートライン、前記ゲートラインと交差するデータライン及びデータラインに印加され
るデータ電圧に応じて駆動する液晶層を含む液晶表示パネルと、
　前記液晶表示パネルに対応して設けられ、それぞれの前記区間に対応して互いに異なる
色の光を発生する複数の発光ユニットとを含み、
　前記発光ユニットのうち、前記液晶表示パネルの中央部に対して最外郭に位置する最外
郭発光ユニットは、前記最外郭発光ユニットから離隔されて配置された発光ユニットに比
べて発光時間が長く、
　前記発光ユニットは、液晶層の応答波形と同期されるように駆動され、
　前記発光時間は、前記データ電圧の印加により前記液晶層が駆動を開始してから駆動が
終わるまでの液晶層の応答波形と、前記発光ユニットから出射される光の発光時間曲線と
の重畳時間により調整されることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　少なくとも一対の発光ユニットは残りの発光ユニットに比べて発光時間が長いことを特
徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　一番目対の発光ユニットはそれぞれの区間に対応して第１時間の間光を発生し、二番目
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対の発光ユニットはそれぞれの区間に対応して前記第１時間より短い第２時間の間光を発
生することを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記発光ユニットは赤色光を発生する赤色発光ダイオード、緑色光を発生する緑色発光
ダイオード、及び青色光を発生する青色発光ダイオードを含むことを特徴とする請求項３
記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　一つのフレーム期間は３個の区間に時分割され、前記発光ユニットは第１区間に赤色光
、第２区間に緑色光及び第３区間に青色光を順次に発生することを特徴とする請求項４記
載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１時間は、２．４ｍｓ～２．６ｍｓであり、前記第２時間は２．１ｍｓ～２．３
ｍｓであることを特徴とする請求項５記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　一つのフレーム期間は４個の区間に時分割され、前記発光ユニット第１区間に赤色光、
第２区間に緑色光、第３区間に青色光及び第４区間に白色光を順次に発生することを特徴
とする請求項４記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記発光ユニットは、８個が配置されることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置
。
【請求項９】
　前記発光ユニットは、中央部から端部に近づくほど発光時間が漸次的に増加されること
を特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記発光ユニットのうち、前記液晶表示パネルの中央部に対して端部に隣接して配置さ
れた発光ユニットは、前記中央部に隣接して配置された発光ユニットよりさらに多くの前
記発光素子を含むことを特徴とする、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　一番目の発光ユニット及びｎ番目の発光ユニットは二番目の発光ユニット乃至ｎ－１番
目の発光ユニットに比べてさらに多くの前記発光素子を含むことを特徴とする請求項１０
記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記発光ユニットは、中央部から端部に行くほどさらに多くの前記発光素子及び発光ユ
ニットを含むことを特徴とする請求項１０記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記発光ユニットのうち第１発光ユニットと第２発光ユニットとの間の離隔距離は前記
第２発光ユニットと前記液晶表示パネルの端部からさらに離隔されて配置された第３発光
ユニットとの間の離隔距離よりさらに短いことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装
置。
【請求項１４】
　前記発光ユニット間の間隔は、前記液晶表示パネルの中心に近づくほど漸次的に増加す
ることを特徴とする請求項１３記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、液晶表示装置は３色のカラーフィルタを通じて白色光を選択的に透過させる
ことでカラー画像を表示するカラーフィルタ型液晶表示装置を含む。
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　前記カラーフィルタ型液晶表示装置は隣接する３色のカラーフィルタを一つの単位にし
て表示画素を構成するので実質的な解像度が約１/３に低下する。又、カラーフィルタの
使用によって透過率及び色純度が低下されるという短所を有する。
【０００３】
　このような短所を解決するために時間的な順次駆動方式を有するカラーフィルタレス（
color　filter－less：CFL）液晶表示装置が開発されたところである。即ち、既存の空間
的なカラーフィルタ型液晶表示装置は赤色Ｒ、緑色Ｇ及び青色Ｂのカラーフィルタを通じ
て所望するカラーを具現している。一方、カラーフィルタレス液晶表示装置は、カラーフ
ィルタを用いず、一つのフレーム期間の区間を互いに異なる色の光を順次に発光する複数
の区間に分割して所望するカラーを具現する。
【０００４】
　前記カラーフィルタレス液晶表示装置は、画像を表示するための液晶表示パネルと、液
晶表示パネルに赤色光、緑色光及び青色光を順次に供給するための発光ユニットを含む。
この際、発光ユニットは液晶表示パネルの背面に複数が互いに平行に配置されて光を発生
する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、発光ユニットから液晶表示パネルの中央部に到達する光量に比べて液晶表示パ
ネルの端部に到達する光量が少ないことにより、輝度均一性が低下するという問題点が発
生する。
　従って、本発明はこのような問題点を勘案したもので、本発明は輝度均一性を向上させ
ることができる液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明１は、一つのフレーム期間が互いに異なる色を表示する複数の区間に時分割されカ
ラー画像を表示する液晶表示装置において、ゲートライン及び前記ゲートラインと交差す
るデータラインを含む液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルに対応して設けられ、それ
ぞれの前記区間に対応して互いに異なる色の光を発生する複数の発光ユニットとを含み、
前記発光ユニットのうち、前記液晶表示パネルの中央部に対して最外郭に位置する最外郭
発光ユニットは、前記最外郭発光ユニットから離隔されて配置された発光ユニットに比べ
て発光時間が長いことを特徴とする液晶表示装置を提供する。
【０００７】
　液晶表示パネルの最外郭に配置された発光ユニットの発光時間を、中央部に配置された
発光ユニットの発光時間に比べて増加させる。これにより、液晶表示パネルの端部に到達
する光量が中央部に到達する光量に比べて相対的に少ないという現象を、端部の発光時間
を中央部よりも長くすることにより補償し、輝度均一性を向上させることができる。
　発明２は、発明１において、少なくとも一対の発光ユニットは残りの発光ユニットに比
べて発光時間が長く駆動される。
【０００８】
　例えば、発光ユニットが液晶表示パネルのゲートラインに沿って複数本、設けられてい
る場合、液晶表示パネルの両端部には１対の最外郭発光ユニットが存在する。この１対の
最外郭発光ユニットの発光時間を、その１対の最外郭発光ユニットよりも中央部よりに配
置された発光ユニットの発光時間に比べて増加させる。これにより、輝度均一性を向上さ
せることができる。
【０００９】
　発明３は、発明２において、一番目対の発光ユニットはそれぞれの区間に対応して第１
時間の間光を発生し、二番目対の発光ユニットはそれぞれの区間に対応して前記第１時間
より短い第２時間の間光を発生することを特徴とする。
　発明４は、発明１において、前記発光ユニットは赤色光を発生する赤色発光ダイオード
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、緑色光を発生する緑色発光ダイオード及び青色光を発生する青色発光ダイオードを含む
。
【００１０】
　発明５は、発明４において、一つのフレーム期間は三つの区間に時分割され、前記発光
ユニットは赤色光、緑色光及び青色光を順次に発生する。
　発明６は、発明５において、前記第１時間は、２．４ｍｓ～２．６ｍｓであり、前記第
２時間は２．１ｍｓ～２．３ｍｓであることを特徴とする。
　発明７は、発明４において、一つのフレーム期間は４個の区間に時分割され、前記発光
ユニットは赤色光、緑色光、青色光及び白色光を順次に発生する。
【００１１】
　発明８は、発明１において、前記発光ユニットは、８個が配置されることを特徴とする
。
　発明９は、発明１において、前記発光ユニットは、中央部から端部に近づくほど発光時
間が漸次的に増加されることを特徴とする。
　本発明１０の他の特徴による液晶表示装置は一つのフレーム期間が互いに異なる色を表
示する複数の区間に時分割され画像を表示する。前記液晶表示装置は液晶表示パネル及び
複数の発光ユニットを含む。前記液晶表示パネルはゲートライン及び前記ゲートラインと
交差するデータラインを含む。前記発光ユニットは、前記液晶表示パネルに対応して設け
られ、それぞれの前記区間に対応して互いに異なる色の光を発生する発光素子を具備する
。前記発光ユニットのうち、前記液晶表示パネルの中央部に対して端部に隣接して配置さ
れた発光ユニットは、前記中央部に隣接して配置された発光ユニットに比べてさらに多く
の前記発光素子を含む。
【００１２】
　端部に配置された発光ユニットは、中央部に隣接して配置された発光ユニットに比べて
多くの個数の発光素子を含む。従って、端部の発光ユニットで発生する光量は、中央部に
隣接する発光ユニットに比べて相対的に増加し、実質的に液晶表示パネルには全体的に均
一な光量が到達して輝度均一性が向上される。
　発明１１は、発明１０において、一番目の発光ユニット及びｎ番目の発光ユニットは、
二番目の発光ユニット乃至ｎ－１番目の発光ユニットに比べてさらに多くの前記発光素子
を含む。
【００１３】
　例えば、発光ユニットが液晶表示パネルのゲートラインに沿って複数本、設けられてい
る場合、液晶表示パネルの両端部に位置する一番目の発光ユニット及びｎ番目の発光ユニ
ットは、より中央部よりに配置された二番目の発光ユニット乃至ｎ－１番目の発光ユニッ
トよりも、多くの発光素子を含む。これにより、輝度均一性を向上させることができる。
　発明１２は、発明１１において、前記発光素子は赤色光を発生する赤色発光ダイオード
、緑色光を発生する緑色発光ダイオード、及び青色光を発生する青色発光ダイオードを含
む。
【００１４】
　発明１３は、発明１０において、一つのフレーム期間は三つの区間に時分割され、前記
発光ユニットは第１区間に赤色光、緑色光及び青色光を順次に発生する。
　発明１４は、発明１１において、一つのフレーム期間は４個の区間に時分割され、前記
発光ユニットは赤色光、緑色光、青色光及び白色光を順次に発生する。　
　発明１５は、発明１０において、前記発光ユニットは、８個が配置されたことを特徴と
する。
【００１５】
　発明１６は、発明１０において、前記発光ユニットは、中央部から端部に行くほどさら
に多くの前記発光素子及び発光ユニットを含むことを特徴とする。
　本発明１７のさらにまたの特徴による液晶表示装置は、一つのフレーム期間が互いに異
なる色を表示する複数の区間に時分割されカラー画像を表示する。前記液晶表示装置はゲ
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ートライン及び前記ゲートラインと交差するデータラインを含む液晶表示パネル、及び互
いに異なる色の光を発生する発光素子を含む発光ユニットを含む。前記発光ユニットのう
ち第１発光ユニットと第２発光ユニットとの間の離隔距離は前記第２発光ユニットと前記
液晶表示パネルの端部からさらに離隔されて配置された第２発光ユニットとの間の離隔距
離よりさらに短い。
【００１６】
　これにより、液晶表示パネルの端部の発光ユニットからの光量の密度が、中央部の発光
ユニットからの光量の密度よりも大きくなる。つまり、液晶表示パネルの端部の発光ユニ
ットからの光量が、中央部の発光ユニットからの光量に比べて相対的に増加するため、液
晶表示パネルの端部に到達する光量が中央部に到達する光量に比べて相対的に少ないとい
う現象が補償される。よって、実質的に液晶表示パネルには全体的に均一な光量が到達し
て輝度均一性が向上される。
【００１７】
　発明１８は、発明１７において、前記発光ユニット間の間隔は前記液晶表示パネルの中
心から近いほど漸次的に増加することを特徴とする液晶表示装置。
【発明の効果】
【００１８】
　このような液晶表示装置によると、端部に配置される発光ユニットで発生される光量を
増加させることで、輝度均一性を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、添付図面を参照して、本発明の好ましい実施形態をより詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施例による液晶表示装置の概略的なブロック図である。
　図１を参照すると、液晶表示装置１００はタイミング制御部１１０、データ駆動部１２
０、ゲート駆動部１３０、液晶表示パネル１４０及びバックライトアセンブリ１５０を含
む。液晶表示装置１００は、一つのフレーム期間が、互いに異なる色を表示する複数の区
間に時分割されて駆動され、これによりカラー画像を表示する。
【００２０】
　タイミング制御部１１０には、グラフィックコントローラなどの外部装置からタイミン
グ制御信号１１０ａ及びデータ信号１１０ｂが入力される。タイミング制御部１１０はタ
イミング制御信号１１０ａに反応して液晶表示装置１００を駆動するための各種制御信号
を生成して出力する。例えば、タイミング制御部１１０はデータ駆動部１２０を制御する
データ制御信号１２０ａ、ゲート駆動部１３０を制御するゲート制御信号１３０ａ及びバ
ックライトユニット１５０を制御するバックライト制御信号１５０ａを出力する。
【００２１】
　データ駆動部１２０はタイミング制御部１１０から入力されるデータ制御信号１２０ａ
の制御によりデータ信号１１０ａをアナログのデータ電圧に変換して液晶表示パネル１４
０に出力する。
　ゲート駆動部１３０はタイミング制御部１１０から入力されるゲート制御信号１３０ａ
の制御によりゲート信号を生成し、生成されたゲート信号を液晶表示パネル１４０に出力
する。
【００２２】
　液晶表示パネル１４０は第１基板（図示せず）及び前記第１基板と結合して液晶層（図
示せず）を収容する第２基板（図示せず）を含む。前記第１基板はゲートラインＧＬ及び
ゲートラインＧＬと交差するデータラインＤＬを含み、ゲートラインＧＬとデータライン
ＤＬによって複数の画素部Ｐが定義される。
　各画素部ＰにはゲートラインＧＬ及びデータラインＤＬと連結されたスイッチング素子
ＴＦＴとスイッチング素子ＴＦＴに連結された液晶キャパシタＣｌｃ及びストレージキャ
パシタＣｓｔが形成される。
【００２３】
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　一方、本発明において、前記第２基板はカラーフィルタが形成されていない構造を有す
る。
　バックライトアセンブリ１５０は光を発生する発光ユニット１５２及び発光ユニット１
５２の発光を制御する発光制御部１５４を含む。
　発光ユニット１５２は液晶表示パネル１４０の下部に配置され光を供給する。発光ユニ
ット１５２は液晶表示パネル１４０のゲートラインＧＬに沿って複数個が配置される。一
例で、発光ユニット１５２は８個が配置される。それとは異なり、発光ユニット１５２の
個数は液晶表示パネル１４０の大きさまたは要求される輝度によって多様に変形されるこ
とができる。
【００２４】
　発光ユニット１５２は発光制御部１５４の制御によりそれぞれの区間に対応して互いに
異なる色の光を発生する。例えば、一つのフレーム期間の間それぞれの区間に対応して赤
色光、緑色光及び青色光を順次に発生する。
　発光ユニット１５２のうち端部に隣接して配置された発光ユニット１５２、即ち、一番
目のゲートライン側に配置された発光ユニットと最後のゲートライン側に配置された発光
ユニットは中央部に配置された残りの発光ユニット１５２に比べて発光時間が長く駆動さ
れる。このように中央部に比べて輝度が相対的に低い端部に配置された発光ユニットの発
光時間を相対的に長く駆動する方法で端部の輝度を補償することで、輝度均一性を向上さ
せることができる。
【００２５】
　図２は発光ユニットが８個である場合の配置関係を示す平面図である。
　図１及び図２を参照すると、８個の発光ユニット１５２（Ｂ１、Ｂ２・・・、Ｂ８）は
ゲートラインＧＬに沿って一定の間隔に配置される。
　それぞれの発光ユニット１５２は一つのフレーム期間の間各区間に対応して互いに異な
る色の光を発生する。そのために、それぞれの発光ユニット１５２は複数の発光素子１５
３を含む。例えば、発光素子１５３は赤色光を発生する赤色発光ダイオード１５３ａ、緑
色光を発生する緑色発光ダイオード１５３ｂ及び青色光を発生する青色発光ダイオード１
５３ｃを含む。赤色発光ダイオード１５３ａ、緑色発光ダイオード１５３ｂ及び青色発光
ダイオード１５３ｃは発光制御部１５４の制御により時分割駆動され、一つのフレーム期
間の間、赤色光、緑色光及び青色光を順次に発生する。一方、赤色発光ダイオード１５３
ａ、緑色発光ダイオード１５３ｂ及び青色発光ダイオード１５３ｃは多様な形態に配列さ
れることができる。
【００２６】
　　このように、発光ユニット１５２が同一の個数の発光素子１５３を有しながら一定の
間隔に配置された場合、液晶表示パネル１４０に到達する光量について検討すると、１番
目の発光ユニットＢ１及び８番目発光ユニットＢ８に対応する端部に到達する光量は、中
央部に到達する光量に比べて相対的に少なくなり、それにより輝度不均一が発生する。こ
こで、点光源である発光ダイオードからの光は、光源から拡がるようにして液晶表示パネ
ル１４０に到達する。そして、液晶表示パネル１４０の中央部では、発光ユニットＢ４、
Ｂ５等の発光ダイオードからほぼ直進する光が到達するとともに、隣接する発光ユニット
Ｂ３、Ｂ６等の発光ダイオードから拡がった光が到達する。一方、液晶表示パネル１４０
の端部、例えば発光ユニットＢ１に対応する液晶表示パネル１４０の端部では、発光ユニ
ットＢ１の発光ダイオードからほぼ直進する光が到達するとともに、隣接する発光ユニッ
トＢ２等の発光ダイオードから拡がった光が到達する。このように、液晶表示パネル１４
０の端部の照射に関与する発光ユニット数が、中央部の照射に関与する発光ユニット数よ
りも少ないため、表示パネル１４０の端部の光量が中央部の光量よりも少なくなる。その
ため、中央部と端部とでは輝度が異なり、輝度不均一となる。
【００２７】
　そこで、端部に配置される発光ユニット１５２、即ち、１番目の発光ユニットＢ１及び
８番目の発光ユニットＢ８で発生する光量を、残りの発光ユニットＢ２、．．．、Ｂ７に
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比べて相対的に増加させる。これにより、実質的に、液晶表示パネル１４０端部及び中央
部に到達する光量を均一に制御して輝度均一性を向上させることができる。
　図３は図２に示された発光ユニットＢ１～Ｂ８の駆動方法を示すタイミング図であり、
図４は図３に示された１番目の発光ユニットＢ１の駆動時間を示すタイミング図であり、
図５は図３に示された２番目Ｂ２の発光ユニットの駆動時間を示すタイミング図である。
【００２８】
　図１乃至図３を参照すると、液晶表示装置１００の一つのフレーム期間は三つの区間（
Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３）に時分割される。
　一般的に、液晶表示パネル１４０に含まれた液晶層はデータラインＤＬに印加されるデ
ータ電圧に応答して光の透過率を制御する。液晶表示パネル１４０に含まれた液晶層にお
いて、液晶の電圧と透過率に対する応答波形ＲＰ（図３、図４中、扇形の立ち上がりと、
所定の傾斜を有する立ち下がりとを有する曲線）は、図４に示されたように液晶層が駆動
され始めた時点Ａから駆動が終わる時点Ｂまで漸次的に増加する。この際、液晶層の応答
波形ＲＰと、発光ユニット１５２の発光時間曲線ＲＬ（図３、図４中、矩形の太線で示さ
れる波形）とが重なる領域の広さが液晶表示パネル１４０を透過する光の輝度に対応する
。ここで、発光時間曲線ＲＬは赤色光ＲＬに対する波形であり、発光時間曲線ＧＬは緑色
光ＲＧに対する波形であり、発光時間曲線ＢＬは青色光ＢＬに対する波形である。
【００２９】
　また、液晶表示パネル１４０が一番目のゲートラインから最後のゲートラインまで順次
に駆動されることにより、液晶層の応答波形ＲＰは１番目発光ユニットＢ１に対応する領
域から８番目発光ユニットＢ８に対応する領域に近づくほど、駆動開始時点が一定時間分
だけ遅れる形態を有する。図３を参照すると、各発光ユニットＢ１～Ｂ８に対する液晶層
の応答波形ＲＰは、所定の時間づつずれていることが分かる。
【００３０】
　一方、発光ユニット１５２は透過率向上のために、液晶層の応答波形ＲＰと同期される
ように駆動される。即ち、発光ユニット１５２は１番目発光ユニットＢ１から８番目の発
光ユニットＢ８に近づくほど、液晶層の応答波形ＲＰが遅延される時間分だけ遅延されて
順次に駆動される。図３を参照すると、各発光ユニットＢ１～Ｂ８に対する発光時間曲線
ＲＬは、各発光ユニットＢ１～Ｂ８に対する液晶層の応答波形ＲＰに対応してその立ち上
がりエッジのタイミングが遅延されているのが分かる。
【００３１】
　図３及び図４を参照すると、１番目の発光ユニットＢ１はそれぞれの区間Ｆ１、Ｆ２、
Ｆ３のそれぞれの第１時間Ｔ１の間、互いに異なる色の光を発生する。具体的に、１番目
の発光ユニットＢ１は第１区間Ｆ１で第１時間Ｔ１の間赤色光ＲＬを発生し、第２区間Ｆ
２で第１時間Ｔ１の間緑色光ＧＬを発生し、第３区間Ｆ３で第１時間Ｔ１の間青色光ＢＬ
を発生する。しかし、赤色光ＲＬ、緑色光ＧＬ及び青色光ＢＬの発光順序は多様に変更さ
れることができる。
【００３２】
　図３及び図５を参照すると、２番目の発光ユニットＢ２乃至７番目発光ユニットＢ７は
１番目の発光ユニットＢ２の発光開始時点に比べて一定の時間分ずつ順次に遅延され発光
が開始し、１番目発光ユニットＢ１の第１時間Ｔ１により短い第２時間Ｔ２の間光を発生
する。
　８番目の発光ユニットＢ８は１番目の発光ユニットＢ１と実質的に同一の第１時間Ｔ１
の間光を発生する。区間Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３において、同様に発光ユニットＢ１～Ｂ８を制
御する。
【００３３】
　一例で、液晶表示装置１００が６０Ｈｚで駆動される場合、一つのフレーム期間は約１
６．７ｍｓであり、第１乃至第３区間Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３はそれぞれ約５．６ｍｓに時分割
される。この際、前記第２時間Ｔ２は約２．１ｍｓ～２．３ｍｓの範囲であり、前記第１
時間Ｔ１は約２．４ｍｓ～約２．６ｍｓの範囲である。即ち、２番目～７番目発光ユニッ
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トＢ２、．．．、Ｂ７は約２．１ｍｓ～２．３ｍｓの間光を発生し、１番目及び８番目発
光ユニットＢ１、Ｂ８は約２．４ｍｓ～２．６ｍｓの間光を発生する。
【００３４】
　このように、最外郭に配置された１番目の発光ユニットＢ１及び８番目の発光ユニット
Ｂ８の発光時間を、中央部に配置された２番目の発光ユニットＢ２乃至７番目の発光ユニ
ットＢ７の発光時間に比べて増加させる。これにより、液晶表示パネル１４０の端部に到
達する光量が中央部に到達する光量に比べて相対的に少ないという現象を、端部の発光時
間を中央部よりも長くすることにより補償し、輝度均一性を向上させることができる。
【００３５】
　なお、発光ユニット１５２は中央部から端部に近づくほど発光時間が漸次的に増加され
るように駆動されることができる。例えば、４番目の発光ユニットＢ４及び５番目の発光
ユニットＢ５は最も短い時間の間光を発生する。一方、３番目の発光ユニットＢ３から１
番目の発光ユニットＢ１に行くほど発光時間を漸次的に増加し、かつ６番目の発光ユニッ
トＢ６から８番目の発光ユニットＢ８に行くほど発光時間を漸次的に増加するように駆動
することができる。
【００３６】
　また、３番目発光ユニットＢ３～６番目発光ユニットＢ６は最も短い時間の間光を発生
する反面、２番目発光ユニットＢ２から１番目発光ユニットＢ１に行くほど発光時間を漸
次的に増加し、７番目発光ユニットＢ７から８番目発光ユニットＢ８に行くほど漸次的に
増加するように駆動することができる。
　図６は本発明の他の実施例による発光ユニットの駆動方法を示したタイミング図である
。
【００３７】
　図１、図２、及び図６を参照すると、液晶表示装置１００の一つのフレーム期間は４個
の区間Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３、Ｆ４に時分割されて駆動される。
　発光ユニット１５２は各区間Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３．Ｆ４に対応して互いに異なる色の光を
発生する。例えば、発光ユニット１５２は第１区間Ｆ１に対応して赤色光ＲＬを発生し、
第２区間Ｆ２に対応して緑色光ＧＬを発生し、第３区間Ｆ３に対応して青色光ＢＬを発生
し、第４区間Ｆ４に対応して白色光ＷＬを発生する。しかし、赤色光ＲＬ、緑色光ＧＬ、
青色光ＢＬ、及び白色光ＷＬの発光順次は多様に変形されることができる。
【００３８】
　発光ユニット１５２は赤色光、緑色光及び青色光の発光のために、赤色発光ダイオード
１５３ａ、緑色発光ダイオード１５３ｂ及び青色発光ダイオード１５３ｃを含む。発光ユ
ニット１５２は赤色発光ダイオード１５３ａ、緑色発光ダイオード１５３ｂ及び青色発光
ダイオード１５３ｃを同時に発光させる方法で白色光ＷＬを具現することができる。それ
とは異なり、発光ユニット１５２は白色光ＷＬを発生する白色発光ダイオードをさらに含
むこともできる。
【００３９】
　なお、発光ユニット１５２は一つのフレーム期間を三つの区間に時分割する代わりに、
４個の区間で時分割して駆動するという点を除いては図３に示された方法と同一の方法で
駆動される。即ち、端部に配置された１番目発光ユニットＢ１及び８番目発光ユニットＢ
８は、中央に配置された２番目発光ユニットＢ２～７番目発光ユニットＢ７に比べて発光
時間が長く駆動される。これと関連された詳細な内容は前述したので省略する。このよう
な構成により、本実施例においても、液晶表示パネルの端部に到達する光量が中央部に到
達する光量に比べて相対的に少ないという現象を、端部の発光時間を中央部よりも長くす
ることにより補償し、液晶表示パネルにおける輝度均一性を向上させることができる。
【００４０】
　図７は本発明の他の実施例による発光ユニットを示す平面図である。
　図７を参照すると、本発明の他の実施例では、複数の発光ユニット２５２がゲートライ
ンＧＬに沿って一定の間隔に配置される。一例で、発光ユニット２５２はＢ１～Ｂ８の８
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個が配置される。
　それぞれの発光ユニット２５２は、一つのフレーム期間の間、一定の時間間隔で同一の
時間の間、互いに異なる色の光を発生する。例えば、発光ユニット２５２は一つのフレー
ム期間の間、一定の時間間隔で赤色光、緑色光及び青色光を順次に発生する。これとは異
なり、発光ユニット２５２は一つのフレーム期間の間、一定の時間間隔で赤色光、緑色光
、青色光及び白色光を順次に発生することができる。
【００４１】
　発光ユニット２５２は光の発生のために複数の発光素子２５３を含む。例えば、発光素
子２５３は赤色光を発生する赤色発光ダイオード２５３ａ、緑色光を発生する緑色発光ダ
イオード２５３ｂ及び青色光を発生する青色発光ダイオード２５３ｃを含む。
　全ての発光ユニット２５２（Ｂ１～Ｂ８）は、同一の時間の間光を発生する。反面、発
光ユニット２５２のうち一部は輝度均一性を向上させるために、残りの発光ユニット２５
２に比べて多くの個数の発光素子２５３を有する。即ち、端部に隣接して配置された発光
ユニット２５２は、中央部に配置された発光ユニット２５２に比べて多くの個数の発光素
子２５３を含む。
【００４２】
　具体的に、最外郭に配置された１番目発光ユニットＢ１及び８番目発光ユニットＢ８は
、２番目発光ユニットＢ２乃至７番目発光ユニットＢ７に比べて多くの個数の発光素子２
５３を含む。従って、１番目発光ユニットＢ１及び８番目発光ユニットＢ８で発生する光
量は、２番目発光ユニットＢ２乃至７番目発光ユニットＢ７に比べて相対的に増加し、液
晶表示パネルの端部に到達する光量が中央部に到達する光量に比べて相対的に少ないとい
う現象を補償する。よって、実質的に液晶表示パネル１４０には全体的に均一な光量が到
達して輝度均一性が向上される。
【００４３】
　一方、発光ユニット２５２は、液晶表示パネル１４０の中央部から端部に近づくほど発
光素子２５３の個数が漸次に増加するように形成することができる。例えば、４番目発光
ユニットＢ４及び５番目発光ユニットＢ５は最も少ない個数の発光素子２５３を含む半面
、３番目発光ユニットＢ３から１番目発光ユニットＢ１に行くほど発光素子２５３の個数
を漸次的に増加し、６番目発光ユニットＢ６から８番目発光ユニットＢ８に行くほど発光
素子２５３の個数を漸次的に増加するように形成することができる。また、３番目発光ユ
ニットＢ３乃至６番目発光ユニットＢ６は最も少ない個数の発光素子２５３を含む半面、
２番目発光ユニットＢ２から１番目発光ユニットＢ１に行くほど発光素子２５３の個数を
漸次に増加し、７番目発光ユニットＢ７から８番目発光ユニットＢ８に行くほど発光素子
２５３の個数を漸次に増加するように形成することができる。
【００４４】
　図示していないが、各発光ユニットの間隔を調節することで、輝度を均一にすることが
できる。
　即ち、液晶表示パネル１４０の中央部に配置された発光ユニットは、第１間隔離隔され
るように配置し、最外郭に配置された発光ユニットは前記第１間隔より小さい第２間隔で
離隔されるように配置することで、輝度の均一性を向上させることができる。さらに、液
晶表示パネル１４０の端部から中央部に行くほど発光ユニットの間隔が漸次に増加するこ
ともできる。例えば、図２に示す発光ユニットＢ１～Ｂ８において、発光ユニットＢ４及
びＢ５間を第１間隔で互いに離隔する。そして、発光ユニットＢ４及びＢ３間、発光ユニ
ットＢ３及びＢ２間、発光ユニットＢ２及びＢ１間、発光ユニットＢ５及びＢ６間、発光
ユニットＢ６及びＢ７間、発光ユニットＢ７及びＢ８間は、第１間隔よりも小さい第２間
隔分だけ離隔するようにする。また、例えば、発光ユニットＢ４及びＢ５間の間隔を最も
小さくする。そして、発光ユニットＢ４及びＢ３間、発光ユニットＢ３及びＢ２間、発光
ユニットＢ２及びＢ１間の間隔を漸次的に小さくし、また発光ユニットＢ５及びＢ６間、
発光ユニットＢ６及びＢ７間、発光ユニットＢ７及びＢ８間の間隔を漸次的に小さくする
。
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　これにより、液晶表示パネル１４０の端部の発光ユニット１５２からの光量の密度が中
央部の発光ユニット１５２からの光量の密度よりも大きくなる。つまり、液晶表示パネル
１４０の端部の発光ユニット１５２からの光量が、中央部の発光ユニット１５２からの光
量に比べて相対的に増加するため、液晶表示パネルの端部に到達する光量が中央部に到達
する光量に比べて相対的に少ないという現象が補償される。よって、実質的に液晶表示パ
ネル１４０には全体的に均一な光量が到達して輝度均一性が向上される。
【００４６】
　このような液晶表示装置によると、中央部に比べて輝度が相対的に低い端部に配置され
た発光ユニットの発光時間を相対的に長く駆動することで、輝度均一性を向上させること
ができる。
　また、端部に配置された発光ユニットは中央部に配置された発光ユニットに比べて多く
の個数の発光素子を含むことで、輝度均一性を向上させることができる。
【００４７】
　また、端部に配置された発光ユニットは中央部に配置された発光ユニットに比べて狭い
離隔距離を有することで、輝度均一性を向上させることができる。
　以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明
が属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離脱す
ることなく、本発明を修正または変更できる。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明は、各種表示装置に利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の一実施例による液晶表示装置の概略的なブロック図である。
【図２】発光ユニットが８個である場合の配置関係を示す平面図である。
【図３】図２に示された発光ユニットの駆動方法を示すタイミング図である。
【図４】図３に示された一番目の発光ユニットの駆動時間を示すタイミング図である。
【図５】図３に示された二番目の発光ユニットの駆動時間を示すタイミング図である。
【図６】本発明の他の実施例による発光ユニットの駆動方法を示すタイミング図である。
【図７】本発明の他の実施例による発光ユニットを示す平面図である。
【符号の説明】
【００５０】
１００　　　液晶表示装置
１１０　　　タイミング制御部
１２０　　　データ駆動部
１３０　　　ゲート駆動部
１４０　　　液晶表示パネル
１５０　　　バックライトユニット
１５２　　　発光ユニット
１５４　　　発光制御部
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应的不同颜色的光。发光单元的最外面的发光单元被驱动为具有比远离
最外面的发光单元设置的发光单元更长的发光时间。以这种方式，通过
增加从布置在端部的发光单元产生的光量，可以改善亮度均匀性。 点域


